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研究成果の概要（和文）： 

幼児から学童のバイリンガル発達と言語の切り替えに関して、認知の発達およびCALPの観点か

ら興味深い収穫が得られた。また、第二言語の産出に関しては、複言語主義の理念にもとづき、

「異文化間伝達能力」としてモデル化した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

As for the bilingual development and code-switching, interesting findings were obtained 

concerning the cognitive development and CALP. With regard to the second language 

production, a model of “intercultural communicative competence” was proposed on the 

basis of pluriligualism.  
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１．研究開始当初の背景 

バイリンガリズム研究はまだ発展途上期に

あり、言語切り替えについてもまだそのメカ

ニズムが十分解明されていなかった。また、

第二言語の産出も、英語教育で「スピーキン

グ能力」としてとらえるだけで、異文化間コ

ミュニケーションという視点が欠落してい

た。 

 

２．研究の目的 

まず、バイリンガルの言語切り替えのメカニ

ズムを解明し、外国語教育に資することであ

った。また、第二言語の産出の仕組みを明ら

かにし、今日のグローバル化した世界で円滑

な異文化間コミュニケーションを図ること

をめざした。 

 

３．研究の方法 

バイリンガルの言語発達と切り替えについ

ては、実地調査によりデータを収集したり、

提供された資料をもとに記述し、分類、分析

した。第二言語の産出に関しては、バイリン

ガル教育を観察し、産出能力の発達に焦点を

あてて調査した。それと同時に、外国語教育

の理念と枠組みを考える上でCEFRに注目し、

文献研究と海外出張による調査を行った。 

 

４．研究成果 

３年にわたる本科研の研究の結果として得

られた成果は、次の３点にまとめることがで

きる。 

（１）バイリンガルの二言語発達に関して、

幼児の認知的な成長と相関して興味深い発

見が多々あり、また、学童の書きことばの資

料の分析から、 CALP(学習言語能力)の発達

という点で有益な収穫があった。 

（２）バイリンガルの言語切り替えに関して、

コード・スイッチングの語用論的動機を分類

し、そのメカニズムの解明に迫った。とくに、

社会的要因と心理的要因の絡み合いと「文化

文法の切り替え」が新機軸であった。 

（３）バイリンガル教育の実態を観察し、子

供たちの中に第二言語がどのように発達し、

産出能力に結びついていくのかを調査した。

日本の英語教育のあり方を考える上で、CEFR(

ヨーロッパ共通参照枠)の提唱する

plurilingualism(複言語主義)の理念、それを

達成するアプローチとしてCLIL（Content and 

Language Integrated Learning）に注目した

。産出能力に関しては、次のようなインタラ

クティブな「異文化間伝達能力」としてモデ

ル化した。 
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